








結論 

特発性MGNについて,glomerularanionicsitesの変化を検討し,以下のことが明らかとなっ

た。 

①各時期を通じて,immune deposits 内には cationic tracer(PEI)が存在しなかった。 

②GBM の形態変化のみられない初期(ステージ 1)において,すでに LRE と ESC の anionic 

sites の局所的な減少が認められた。ことに,LRE では subepithelial deposits によ

り,anionic sites の規則的連続性が失なわれていた。③ステージⅡでは,GBM の著しい形態

変化に加えて,LRE と ESC の anionic sites が著明に減少していた。④ステージⅢでは,新

生されたGBM様物質によってdepositsが被われ,LREのanionic sitesの回復がみられた。

しかし,その回復度は糸球体あるいは係蹄毎に異なり,依然として anionic sites の局所的

な減少がみられた。これらの所見から,immune reactants の上皮下への沈着は,GBM の

anionic sitesの foca1 1oss及びdisorganizationをもたらし,糸球体のbarrier function

の障害をきたす事が示唆された。 


